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フィルム詰まりはローラーに粘着剤が付着することが主な原因です。定期的にクリーニングを行ってください。

フィルムの
余白が広すぎる

原稿が薄い紙
（半紙など）

フィルムを
切って使用

フィルムのみの
ラミネート

  曲がった原稿、
折れた原稿

ラミネーター
Smart Lami A3 LB0302

LB0302

HPは、HP Inc.および関連会社の登録商標であり、
HP Inc.のライセンスに基づいて商標を使用しています。

ラミネーターLB0302

保証期間：お買い上げ日から18ヶ月間（ただし消耗品は除く）

受付時間 平日 9:00~12:00/13:00~17:00(土・日・祝日及び夏季休業期間、年末年始、会社都合による休日は除く)
製品・修理に関する [お問い合わせ窓口]    TEL：0120-29-7111（通話料無料） MAIL：as@fujimaru-shoji.co.jp
輸入販売元：富士丸商事株式会社
HP is a trademark of HP Inc. or its affiliates, used by Bonsen under license from HP Inc.     <www.hp.com/officeequipment>  

折り目から

150mic

Cold

Function

100mic

電源プラグをコンセントに差し込んで、温度設定ボタンで 100ミクロンか 150ミクロンに設定したら、
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仕　様 ※製品の仕様は、予告なく変更することがあります。

100V（50/60Hz）

1400W

0.5mm（パウチフィルム＋加工用紙）

320mm（A3サイズまで）

約300mm/分（50/60Hz）

100ミクロン、150ミクロン

電 源

定 格 消 費 電 力

最 大 加 工 厚

最 大 加 工 幅

加 工 速 度

対応パウチフィルム

連続

約140℃

１秒

W490×D150×H80mm

約2kg

室温25℃

運 転 時 間

設 定 温 度

ウォームアップ時間

外 形 寸 法

本 体 質 量

使 用 環 境 条 件
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ABSボタン

フィルム厚モード
温度設定ボタンを押し、使用するフィルム厚（100ミクロンか150ミクロン）に設定します。
点灯すれば準備完了です。

温度設定ボタン

コールドフィルムモード
コールドフィルムを使用する場合に設定してください。点灯すれば準備完了です。（点滅時は加工不可）
★コールドフィルムについては、お求めのフィルムの使用説明に従いご使用ください。

1「電源プラグ」をコンセントに差し込みます

4 パウチフィルムを「差入れ口」の中心へ
水平に入れます

3 パウチフィルムに正しく加工用紙を
セットします

2「温度設定ボタン」を押し、
加工するフィルム厚（100ミクロンか
150ミクロン）に合わせます
点灯したら準備完了です。

斜めに入れると故障の原因になります。

5「排出口」からフィルムが出てきます
引っ張り出すと故障の原因になります。

6 ラミネート作業後にローラーのクリーニングをしましょう

電源が入っている状態で
ABSボタンを押しながら、
パウチフィルムを「挿入口」の方へ
強く引き出します

P7の「ローラーのクリーニング方法」をご参照ください。

7 使い終わったら「電源プラグ」をコンセントから抜きます

●フィルムは閉じてある方に、突き当てて
　紙をはさんでください。
●フィルムの余白を5mm以上空けるとローラーに
　巻きついたり、排出口に詰まります。
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当ラミネーターは「セーフラミ」機構により、挿入時には加工速度を遅く設定しています。
本体内部の後方のローラーに到達すると加工速度が速くなります。

ラミネートを途中で止める時

注意1

注意 2

注意 3

注意 4

注意 5

注意 6

注意 7

フィルムと紙の厚さを含めて0.5mmまでです。


